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宋
之
話
本

-
宋

一
代
文
人
之
爲
志
怪
、
以
至
即
今
所
謂

「白
話
小
読
」
者
是
也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一δ
土

 
寫
印

本

『
大
略
』
+
〔
接
承
關
於
『太
平
廣
記
』
之
記
述
〕
云
、
然
文
人
著
述
、
終
不
免
規
撫
晉
唐
、
尠
有
獨
創
、
故
宋
代
小
読
之
當
特
筆
者
、

 
初
不
在
此
、
而
爲
通
俗
小
読
之
興
起
也
。
「藝
文
興
起
」
の
後
の
讃
點
が
訂
正
版
で
句
點
に
改
め
ら
れ
た
他
は
、
鉛
印
本
『大
略
』
を
も
含
め
て
異
同
は
な
い
。

 

「小
説
的
歴
史
的
變
遷
」
第
四
講
云
、
至
于
創
作

一
方
面
、
則
宋
之
士
大
夫
實
在
拜
没
有
甚
麼
貢
獻
。 

但
其
時
肚
會
上
却
男
有

一
種
平

 
民
底
小
説
、
代
之
而
興
了
。
這
類
作
品
、
不
但
體
裁
不
同
、
文
章
上
也
起
了
改
革
、
用
的
是
白
話
、
所
以
實
在
是
小
読
史
上
的

】
大
變
遷
。

 
因
爲
當
時

一
般
士
大
夫
、
雖
然
都
講
理
學
、
鄙
視
小
読
、
而

一
般
人
民
、
是
仍
要
娯
樂
的
。
平
民
的
小
読
之
起
來
、
正
日疋
無
足
怪
訝
的
事
。

2
然
用
白
話
作
書
者
、
以
至

「
目
連
入
地
獄
故
事
」
也
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

=
O
+
五

 
寫
印
本

『大
略
』
+
云
、
以
口
語
體
敷
叙
故
事
者
、
不
始
於
宋
。
清
光
緒
中
、
英
人
斯
坦
因
得
燉
煌
石
室
書
、
運
至
倫
敦
、
内
有
口
語
體
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之
散
文
及
韻
語
小
説
數
種
、
論
者
以
爲
唐
末
五
代
人
所
書
。
〔此
後
引
太
宗
入
冥
記
、
今
略
。
〕
又
有
伍
員
入
呉
小
論
、
文
躰
同
上
、
惜
多
未
目
覩
、

無

以
知
其
與
後
來
小
説
之
關
係
。
意
者

口
語
文
躰
之
興
、
當
由
二
端
、

一
爲
勸
善
、

↓
爲
娯
樂
、
而
皆
時
爲
李
人
而
設
者
也
。

『
史
略
』
初
版
出
版
の
こ
ろ
魯
迅
が

『
晨
報
五
周
年
紀
念
増
刊
』

(一九
二
三年
生
月
一日
)
に
發
表
し
た

「宋
民
間
之
所
謂
小
読
及
其
後
來
」

(
こ
れ
は

『
史
略
』
の
第
十
二
篇

・
第
十
三
篇
を
ま
と
め
た
よ
う
な
内
容
で
あ
る
)
で
も
、

一
九
二
四
年
夏
の
西
安

で
の
夏
期
講
座
の
講

演

「小
説
的
歴
史
的
變
遷
」

で
も
敦
煌
變
文
お
よ
び

「
梁
公
九
諌
」
に
は
言
及
し
な
い
。
紙
幅
や
時
間
の
都
合

で
白
話
文
の
先
蹤
を
省
い

た
も
の
か
、
未
詳
。
ま
た
こ
の
部
分
、
鉛
印
本

『大
略
』
以
後
、
合
訂
二
版
で
句
讀
の
亂
れ
が
あ
る
も
の
の

一
貫
し
て
變
化
は
な
い
。

狩
野
直
喜

「支
那
俗
文
學
史
研
究

の
材
料
」
云
、
〔前
略
〕
私
が
鈔
本
と
い
ふ
の
は
、
先
年
英
國
の
ス
タ
イ
ン
氏
、
佛
國
の
ペ
リ
オ
教
授
等

が
前
後
し
て
燉
煌
の
千
佛
洞
よ
り
得
た
六
朝
よ
り
宋
初

に
か
け
て
鈔
寫
さ
れ
た
經
籍
、
佛
典
、
歴
史
、
地
理
、
文
學

に
開
す
る
卷
子
萬
を

以

て
數
ふ
る
う
ち
に
、
些
少
な
が
ら
俗
文
學
に
屬
す
る
鈔
本
が
あ
る
。
即
ち
雅
俗
折
衷
體
若
し
く
は
口
語
體
で
書
か
れ
た
散
文
若
し
く
は

韻
文
の
小
説
が
發
見
さ
れ
た
。
私
は
往
年
英
佛
二
京
の
博
物
館
及
び
圖
書
館
で
燉
煌
遺
書
の
研
究
を
な
し
た
る
所
、
偶
然
之
を
見
て
喜
び

禁
ず
る
事
能
は
ず
、
乃
ち
其

↓
部
分
を
寫
し

て
篋
底
に
藏
し
て
歸

つ
た
。
唯
憾
ら
く
は
之
を
鈔
寫
す
る
に
當
り
、
他

に
參
考
す
る
書
籍
も

な
く
、
又
原
文
を
精
讀
す
る
時
間
も
な
く
、
文
字
の
明
か
な
ら
ざ
る
に
逢

へ
ば
、
其
形
に
彷

つ
て
之
を
寫
し
た
の
だ
か
ら
、
今
取
出
し
て

見
る
と
、
全
く
何
と
讀
ん
で
よ
い
や
ら
考
の
つ
か
ぬ
も
の
も
寡
く
な
い
。
唯
私
が
此
鈔
本
に
對
し
て
尤
興
味
を
感
ず
る
理
由
は
、
そ
れ
が

唐
末

か
五
代

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
之
に
よ

つ
て
、
唐
末
若
し
く
は
五
代
に
元
朝
以
後
の
俗
文
學
の
根
芽
が
已

に
出
來

て
居
た
事
が
分
る
か
ら
で
あ
る
。
我
輩
が
通
常
唐
五
代
の
文
學
と
い
へ
ば
、
直

に
優
雅
典
麗
な
駢
文
や
詩
を
聯
想
す
る
が
、
當
時

此

等
の
文
學
以
外

に
極
め
て
俚
俗
な
、
併
し
な
が
ら

一
般
の
下
級
民
衆
に
翫
ば
れ
た
所
謂
卒
民
文
學
の
あ

つ
た
事
が
、
こ
の
鈔
本
に
よ

つ

て
窺

は
る
丶
の
で
あ
る
。

〔後
略
〕
(『藝
文
』
第
七
年
第

一
號
大
正
五
年

一
月
、
『
支
那
學
文
藪
』
収
)
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王
國
維

「敦
煌
發
見
唐
朝
之
通
俗
詩
及
通
俗
小
読
」
云
、
〔前
略
〕
倫
敦
博
物
館
有

「季
布
歌
」
、
前
後
皆
闕
、
尚
存

三
千
餘
字
、
紀
漢
季

布
亡
命
事
、
以
七
言
韻
語
述
之
、
語
更
淺
俗
、
似
後
世
七
字
唱
本
。
又
有
孝
子

「董
永
傳
」、
亦
係
七
言
、
其
詞
略
日
、

 
 
 
人
生
在
世
審
思
量
、
暫
口
口
有
何
妨
。
大
衆
志
心
須
靜
聽
、
先
須
孝
順
阿
爺
孃
。
好
事
悪
事
皆
鈔
録
、
善
惡
童
子
毎
鈔
將
。
孝
感

 
 

先
賢
読
董
永
、
年
登
十
五
二
親
亡
、
自
歎
福
薄
無
兄
弟
、
夜
中
流
涙
毎
千
行
。
爲
縁
多
生
口
姉
妹
、
亦
無
知
識
及
親
房
。
家
裏
貧
窮

 
 

無
錢
物
、
所
買
當
身
殯
爺
孃
。

云
云
、
實
當
時
所
作
勸
善
詩
之

一
種
、
江
右
某
氏
所
藏
敦
煌
書
中
、
有
目
蓮
救
母
、
李
陵
降
虜
二
種
、
則
純
粹
七
字
唱
本
云
。
〔
後
文
見

3
〕
『東
方
雜
誌
」
第
十
七
巻
第
八
號
一九
二
〇
年
四
月
二
五
日
。

本
篇

の
敦
煌
變
文
に
關
わ
る
記
述
は
主
に
左
に
引
用
し
た
狩
野
博
士
の

一
文
に
負
い
、
且

つ
王
國
維
の
文
を
參
照
し

て
い
る
。
「
唐
太
宗

入
冥
記
」
を
は
じ
め
、
「孝
子
董
永
傳
」
「秋
胡
小
説
」
み
な
狩
野
博
士
の
こ
の
文
に
出

て
、
『史
略
』
の
記
述
は
博
士

の
文

に
言
及
す
る

範
圍

を
出
な
い
。
ま
た
狩
野
文
に
は
パ
リ
の
ペ
リ
オ
文
書
の
中
に
あ
る

「伍
員
入
呉
故
事
」

つ
ま
り
い
ま
の
い
わ
ゆ
る

「
伍
子
胥
變
文
」

に

つ
い
て
も
、
そ
の
文

の

「
部
を
引
用
し
て
言
及
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
史
略
』
は
そ
れ
が
中
國
某
氏
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
う
。

「
伍
子
胥
變
文
」
は
い
ま
ま
で
の
調
査

で
す

べ
て
中
國
國
外

に
あ
る
こ
と
が
分

っ
て
い
る
。
『史
略
』
の
記
述
は
ど
う
考
え
て
よ
い
の
か
分

ら
な

い
が
、
な
に
か
の
勘
ち
が
い
と
言
う
よ
り
他
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
魯
迅
は

『藝
文
』
の
狩
野
論
文
を
見
た
人
の
轉
述
に
よ

っ
て

記
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「中
國
某
氏
」
の
所
に
あ
る
と
は
、
お
そ
ら
く
王
國
維
文

の

「
江
右
某
氏
」
を
承
け
る
と
思
わ
れ
る
。
「
江
右

某
氏
」
は
徳
化
冂
九
江
の
李
盛
鐸
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し

『
敦
煌
遺
書
総
目
索
引
』
等
で
見
る
限
り
、
李
盛
鐸
舊
藏
目
録
に
は

「目
蓮

救
母
」
も

「李
陵
降
虜
」
も
見
え
な
い
。
「李
陵
降
虜
」
は

「李
陵
變
文
」

で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は

『
敦
煌

變
文
集
』
附
注
は

い
ま

で
は
北
京
圖
書
館
に
入

っ
た
と
言
う
。
「目
蓮
救
母
」
は

「目
蓮
變
文
」
で
、
こ
れ
は
か
な
り
早
く
北
京
圖
書
館

に
入

っ
た
ら
し
く
、
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成
字
九
十
六
號
と
い
う
番
号
を
與
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
七
言
の
唱
の
部
分
は
あ
る
が
、
読

の
部
分
も
あ
る
い
わ
ば
読
唱
本
で
あ

っ

て
、
純
粹
な
唱
本

で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
兩
者
と
も
に
中
國
の
某
所
に
あ

っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
王
國
維
に
し
て
も
傳
聞

で
あ
る
か
ら
斷
定
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を

『史
略
』
は
勘
ち
が
い
で

「伍
子
胥
變
文
」
に
結
び

つ
け
て
し
ま

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

事

が
ら
は
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
推
測
を
許
す
だ
ろ
う
。

 

 
狩
野
博
士
の
文
に
言
及
し
た
も
の
に
鹽
谷
温

『支
那
文
學
概
論
講
話
』
が
あ
り
、
そ
の

「小
読
」
第
四
節
諢
詞
小
読
第
二
項
の
最
後

に
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。
「
狩
野
博
士
は
往
年
英
佛
兩
京
に
遊
歴
の
節
、
ス
タ
イ
ン

・
ペ
リ
オ
の
兩
氏
が
燉
煌
石
室

よ
り
齎
ら
し
歸

へ
つ

た
經
籍
の
巻
子
を
點
檢
せ
ら
れ
た
中
に
、
偶
然
に
も
雅
俗
折
衷
體
、
若
し
く
は
口
語
體
で
書
い
た
散
文
、
又
は
韻
語

の
小
読
を
發
見
致
さ

れ
、
し
か
も
そ
の
鈔
本
は
研
究
の
結
果
、
唐
末
か
五
代
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
り
ま
し
た
。
是
に
由

つ
て
唐
末
五

代

の
頃
、
既
に
優
雅
典
麗
な
る
傳
奇
體
の
小
説
の
外
に
、
極
め
て
俚
俗
な
、
然
し
な
が
ら

一
般
の
下
級
民
衆
に
翫
ば
れ
た
、
所
謂
平
民
文

學
が
あ

つ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
即
ち
小
説
起
二
宋
仁
宗
一よ
り
も
百
年
前
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
博
士
は
そ

の
珍
貴

の
材
料
を
雜

誌
藝
文
第
七
年
第

↓
號
及
び
第
三
號
に
發
表
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
支
那
俗
文
學
史
研
究
の
材
料
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
る
發
見
で
あ
り
ま

す
。」
ま
た
王
國
維

「唐
寫
本
殘
小
読
跋
」
(『觀
堂
集
林
』
二
十

一
)
で
も
狩
野
博
士
の

一
文
に
ふ
れ
る
。

 

 

『史
略
』

で

「俗
文
」
と
稱
す
る
も
の
は
、
狩
野
博
士

の
文
を
承
け
て
四
種
し
か
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
敦
煌
文

書

の
研
究
が
大
幅

に
進
ん
だ
結
果
、
俗
文
學
の
範
圍
に
入
る
も
の
も
か
な
り
の
數

に
の
ぼ
る
こ
と
が
分

っ
た
。
そ
し

て
そ
う
し
た
文
章

に

附

せ
ら
れ
た
題
名
か
ら
敦
煌
出
土

の
俗
文
學
は

一
括
し
て

「變
文
」
と
呼
ば
れ
る
。
「
變
文
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
分
か
れ
る
が
、

そ

の
呼
稱
は
定
着
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

一
應

の
集
大
成
が
王
重
民
等
編
の

『敦
煌
變
文
集
』
(
一九
五九
・
人
民
文
學
出

版
肚
)

で
あ
る
。

「
變
文
」
は
佛
經
を
變
更
し
て
分
り
易
く
読
い
た
も
の
と
い
う
説
か
ら
、
變
異
の
物
語
を
記
し
た
文
、
ま
た
變
相

(次

々
と
場
面

の
變
る

(4)



 

繪
?

)

の
繪

解

き

の
文

と

い

う
読

な

ど

様

々

で
あ

る
。

詳

し

く

は
金

岡

照

光

編

『
敦

煌

の
文

學

文

献

』

(
平

成

二
・
大

東

出

版

杜

)

等

參

照

。

 

 

 

こ

こ

に
擧

げ

ら

れ

た
變

文

に

つ
い

て
敦

煌

文

書

の
番

號

を

記

し

て
お

く

。

S

は

ス

タ
イ

ン
所

收

、

大

英

博

物

館

藏

。

P

は

ペ
リ

オ
所

 

收

、

パ

リ
國

立

圖

書

館

藏

。

北

圖

は
北

京

圜
書

館

藏

で
あ

る

。

「
唐

太

宗

入

冥
記

」
、

S

二
六
三
〇
。

「
孝

子
董

永

傳

」

は

S

三

〇
四
の

「
董

永

變

 

文

」
。

「
秋

胡

小

読

」

は

S

三
三
〇
の

「
秋

胡

變

文

」
。

「
伍

員

入

呉

故

事
」

は

S
六
三
三

、

S
三
二
八
、

P

三
二
三
、

P

二
七
九
四
の

「
呉

子

胥

變

文

」
。

 

「
維

摩

」

は

北
圖

光
字

九
四
の

「
維

摩

經

變

文

」
。

「
法

華

」

は
北

圖

制

字

四
九
「
法

華

經

俗

文

」

ま

た

は

「
法

華

經

解

」
。

「
釋

迦

八

相

成

道

記

」

 

は

北

圖

雲

字

二
四

「
八

相

成

道

俗

文

」

ま

た

は

「
八

相

變

」
。

「
目
連

入
地

獄

故

事

」

は
北

圖

盈

字
七
六
、

成

字
九
六
、

霜

字

八
九
、

麗

字

八
丑
の

「
目

 

連

入

地

獄

俗

文

」

ま

た

は

「
目

連

救

母

變

文

」

で
あ

る
。

こ
れ

ら

原
物

の
書

影

は
黄

永

武
編

『
敦

煌

寶

藏
』

(民

國

喜

・
臺

北

新

文

豐

出

版

 

公

司

)

で
見

る

こ
と

が

で
き

、

そ

の
釋

文

は

「
法

華

經

俗

文

」

を

除

い

て

『
敦

煌

變

文

集

』

に
見

る

こ
と

が

で
き

る
。

3

『
唐

太

宗

入

冥

記

』
、

以
至

驚

忙

起

立

、
…

…
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=
O
-
六

 
寫

印

本

『
大

略

』
〔
2
所
引
之
省
略
部
分

〕
云
、

其

一
卷

前

後

並

闕

、

中

間

僅

存

、

記

唐

太

宗

入

冥

事

。

 

 

 
判

官

懆
惡

、

不

敢

道

名

字

。 

帝

日

、

卿

近

前

來

。

輕

道

、

姓

崔

、

名

子

玉

。

股

當

識

。

言

訖

、

使

人

引

 

皇

帝

至
院

門

。

使

人

奏

 

 

 

日
、
,伏
維

陛

下

且

立

在

此

、

容

臣

入

報

判

官

速

來

。

言

訖

、

使

者

到

廳

前

拜

了
、

啓

判

官

、

奉

大

王

處

 

太

宗

是

生

魂

到
、

領

判

官

 

 

 
推

勘

、

見
在

門

外

、

未

敢

 

 

引

。

判

官

聞

言

、

驚

忙

起

立

下
闕

 
引
用
文
中
、
「不
敢
道
名
字
」
の
後
に
、
鉛
印
本

『大
略
』
以
後
第
十

一
版
ま
で
す
べ
て
引
用
符
號
が
あ
る
が
、
三
十
八
年
版
全
集
で
脱
し
て
の
ち
み
な
そ
れ
に
倣
う
。
舊

に
復

 
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
鉛
印
本

『大
略
』
は
そ
の
次
の

「
帝
日
」
上
に

一
格
を
空
格
と
し
、
「皇
帝
至
院
門
」
上
に
初
版
と
と
も
に
空
格
と
す
る
が
、
前
者
は
初
版
で
、
後
者
は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヘ                                                                                     へ

 
合
訂
二
版
で
空
格
を

つ
め
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に

「使
來
者
」
の

「來
」
字
は
鉛
印
本
及
び
初
版
で
は
な
か
っ
た
が
、
合
訂
二
版
で

一
句
先
の

「
速
來
」
に
ひ
か
れ
た
た
め
か
、

 
誤
植
さ
れ
て
増
え
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
刪
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に

「賺
」
下
に
寫
印
本
は

コ
肘
」
字
を
有
し
て
、
狩
野

・
王
國
維
文

(見
後
引
)
と
合
う
が
、
鉛
印
本

 

で

「前
」
字
を
脱
し
て
以
後
各
版
皆
補
わ
な
い
。
こ
れ
は
當
然
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(5)



狩
野
前
掲
文
云
、
從
來
の
學
者
は
、
支
那
小
説
の
起
原
を
宋
の
時
代
と
し
て
居
た
。
例
せ
ば
明
の
郎
瑛
の
七
修
類
稿

徳
二
)
の
如
き

 
 

小
説
起
二宋
仁
宀委

葢
時
太
平
盛
久
。
國
家
閑
暇
日
。
欲
下
進
二
一
奇
怪
之
事
一以
娯
去
之
。
故
小
読
得
勝
頭
廻
之

後
。

即
云
話
説
趙
宋

 
 

某
年
。

と
言

つ
て
居
る
が
、
私
は
今
小
し
年
代
を
前
に
引
上
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
私

の
鈔
録
し
た
も
の
を
下
に
擧
け
て
見
る
と
先

つ
こ
う
ゆ

う

の
が
あ
る
。

 
 

刋
官
懆
惡
不
敢
道
名
字
帝
日
卿
近
前
來
輕
道

 
 

ま 
ノ 
マ 
へ

 
 

姓
催
名
子
玉
 
腴
當
識
纔
言
訖
使
人
引
皇
帝
至

 
 

院
門
使
入
奏
日
伏
惟
陛
下
且
立
在
此
容
臣
入
報
刋
官

 
 

速
來
言
訖
使
者
到
廳
前
拜
了
啓
刋
官
奉
大
王
處

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ママ 

 
 

太
宗
皇
(
帝
の
字

を
睨
す
)
生
魂
到
領
刋
官
推
勘
見
在
門
外
未
取
引

 
 

子
玉
聞
語
驚
忙
起
立
唱
咾

右
は
ス
タ
イ
ン
氏
が
得
た
燉
煌
遺
書
中
の
も
の
で
、
た

つ
た

一
枚
の
敗
紙
に
書
か
れ
、
首
尾
完
か
ら
ぬ
の
み
か
、
下
方
噺
爛
し
て
居
る
か

ら
、
實
は
讀
下
す

こ
と
さ
え
出
來
ぬ
け
れ
ど
、
細
に
文
中
の
崔
子
玉
の
名
、
及
び
刋
官
、
廳
前
、
太
宗
皇
帝
生
魂
等

の
字
を
考
ふ
る
と
き

は

こ
れ
は
唐
太
宗
が
崩
し
て
其
魂
が
冥
府
に
遊
ん
だ
物
語
を
記
し
た
も

の
と
い
ふ
こ
と
が
分
る
。

こ
の
話
は
か
の
明
時
代
に
成

つ
た
有
名

な
小
読
西
遊
記
に
も
出

て
居
る
。
即
ち
同
書
第
十

一
囘
に
遊
二地
府
一太
宗
還
レ魂
と
い
ふ

↓
段
が
あ
る
。
太
宗
が
病
重

く
し
て
崩
ず
る
に

及
び
、
魏
徴
か
ら
冥
府

の
掌
案
刋
官
の
職
に
あ
る
崔
珪

へ
の
添
書
を
得
、
太
宗
の
魂
が
冥
府
に
赴
く
途
中
に
こ
の
崔
琢
に
遇

つ
て
添
書
を

渡

し
、
其
案
内
に
よ
つ
て
地
獄
廻
り
を
し
た
こ
と
、
又
其
魂
が
十
王
の
赦
を
得
て
再
び
陽
界
に
還
る
こ
と
が
詳
に
載

つ
て
居
る
。
前
文
の

(6)



意
味
を
考

へ
て
見
る
ど
、
矢
張
其
事
を
記
し
た
も
の
で
、
廳
前
と
あ
る
は
冥
府
十
大
王
の
廳
前
の
事
、
又
太
宗
を
案
内
し
た
も
の
も
兩
者

共

に
崔
姓
の
人
に
作

つ
て
あ
る
。
唯

一
方
は
子
玉

に
作
り
、

一
方
は
珪
に
作
る
相
違
あ
る
の
み
。
抑
々
太
宗
の
魂
が
冥
府
に
遊
ん
だ
話
し

は
、
餘
程
以
前
か
ら
あ

つ
た
と
見
え
、
唐
の
張
鴦

の
朝
野
僉
載
に
下
の
記
事
が
あ
る

(太
平
廣
記
卷
一百

四
十
六
に
引
く

)
。

 
 

太
宗
極
康
豫
。
太
史
令
李
淳
風
見
レ上
流
・涙
無
レ言
。
上
問
・之
對
日
。
陛
下
夕
當
二偃
駕
刃
(中
略
)
至
二
夜
牟
上

奄
然
入
定
。
見
二
↓

 
 

人
4
云
。
陛
下
暫
合
・來
。
還
即
去
也
。
帝
問
。
君
何
人
。
對
日
。
臣
是
生
人
。
刋
二
冥
事
の
太
宗
入
見
。
刋
官
問

一六
月
四
日
事
一。

 
 

既
令
・還
。
向
見
者
又
迎
迭
引
導
出
。
(中
略
)
須
臾
乃
寤
。
至
・曙
求
二昨
所
見
者
コ
令

二所
司
與

二
官
旧
遂
注
二
蜀
道

一
丞
の

張
篤

は
か
の
游
仙
窟
の
作
者
と
言
は
れ
て
居
る
人

で
、
則
天
武
后
と
同
時
な
れ
ば
、
此
話
が
餘
程
昔
よ
り
あ

つ
た
こ
と
は
分
る
。
清
の
兪

越
は
朝
野
僉
載
の
記
事
に
つ
き

 
 
按
レ此
則
小
読
家
言
二
唐
太
宗
入
フ
冥
。
乃
眞
有
二其
事

・。
惜
此
事
記
載
。
殊
不
二分
明

「。

と

い
つ
て
居
る
躱
黼
榁
臘
)
。
兪
褪
は
朝
野
僉
載
の
記
事
か
ら
西
遊
記
中
の
物
語
が
出
來
た
や
う
に
考

へ
て
居
る
が
、

安
ん
ぞ
知
ら
ん
唐
末

に
は
已
に
此
れ
を
本
と
し
た
小
読
が
あ

つ
て
、
刋
官
に
就
い
て
も
崔
子
玉
と
い
ふ
名
が
出
來

て
居
た
。
又
水
滸
傳
な
ど
に
、
自
分
よ
り
貴

い
人

に
對
し
て
ア
ー
と
聲
を
出
し
て
御
辭
儀
を
す
る
こ
と
を
唱
咾
と
い
つ
て
居
る
が
已
に
擧
げ
た
も
の
に
よ
る
と
唐
末

に
於

て
已
に
此

の

言
葉

が
使
用
さ
れ
て
居
た
事
が
分
る
。

王
國
維

「敦
煌
發
見
唐
朝
之
通
俗
詩
及
通
俗
小
読
」

〔
接
承
2
所
引
〕
云
、
倫
敦
博
物
館
又
藏
唐
人
小
読

一
種
、
全
用
俗

語
、
爲
宋
以
後
通

俗
小
説
之
祖
。
其
書
亦
前
後
皆
闕
、
僅
存
中
間

一
段
云
、

 
 

 
判
官
懆
惡
、
不
敢
道
名
字
。
帝
日
、
卿
近
前
來
、
輕
道
、
姓
崔
名
子
玉
。
腴
當
識
。
言
訖
、
使
人
引
皇
帝
至
院
門
。
使
人
奏
日
、

 
 
伏
維
陛
下
且
立
在
此
、
容
臣
入
報
判
官
速
來
。
言
訖
、
使
者
到
廳
前
拜
了
、
啓
判
官
、
奉
大
王
處
太
宗
是
生
魂
到
領
判
官
推
勘
、
見

(7)



 
 
在
門
外
、
未
敢
引
。
判
官
聞
言
、
驚
忙
起
立
。
(下
闕
)

此
小
説
記
唐
太
宗
入
冥
事
、
今
傳
世

『
西
游
演
義
』
中
有
之
。 
『太
平
廣
記
』
引
唐
張
鴦

『
朝
野
僉
載
』、
已
有
此

事
、
但
未
著
判
官
姓

名
云
、

〔
中
略
〕

 
 
近
代
鄭
娘
撰

「崔
府
君
樹
録
」
、
引

「溢
陽
神
異
録
」
二
事
、
與

『僉
載
』
同
、
且
以
冥
判
爲
崔
府
君
。
〔
中
略
〕

 
 
今
觀
唐
人
所
撰
小
説
、
已
云
冥
判
姓
崔
名
子
玉
。
故
宋
仁
宗
景
祐
二
年
、
加
崔
府
君
封
號
詔
、
有

「惠
存
盗
邑
、
恩
結
蒲
人
、
生
著

令
猷
、
没
司
幽
府
」
等
語
。
可
見
傳
世
雜
読
、
其
所
由
來
遠
矣
。
又
倫
敦
所
藏
尚
有
伍
員
入
呉
小
説
、
亦
用
俗
語
、
與
太
宗
入
冥
小
説
同
。

〔後
略
〕
『東
方
雜
誌
』
第
十
七
卷
第
八
號

王
國
維
は

一
九

一
九
年
八
月
に
狩
野
博
士
の
所
で
博
士
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
抄
寫
し
て
歸

っ
た
敦
煌
變
文
を
見

て
、
そ

の
う
ち
の

一
「唐
太

宗
入
冥
記
」
に
つ
い
て
跋
を
書
い
た
。 
『觀
堂
集
林
』
卷
二
十

一
に
收
め
る

「唐
寫
本
殘
小
読
跋
」
が
そ
れ

で
あ

る
。
但
し
こ
れ
に
は

「太
宗
入
冥
記
」
の
本
文
は
附
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
翌

一
九
二
〇
年
右
の

一
文
を
草
し
て

『東
方
雜
誌
』
に
發
表
し
た
。 

「
唐
太

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

へ

宗
入
冥
記
」
の
引
用
は

『大
略
』
『
史
略
』
と
も
に
そ
こ
で
の
王
國
維
の
引
用
文
に
據

っ
て
い
る
。
「
太
宗
皇

(帝
の
字
を
脱
す
)」
 
「
未
取

引
」
「
唱
曙
」
と
あ
る
狩
野
文

に
比
べ
て
、
王
國
維
文
は

「
太
宗
是
」
「未
敢
引
」
に
作
り
、
「
唱
曙
」
を
省
い
て
い
る
。
そ
し
て

『大
略
』

『史
略
』

の
文
は
王
國
維
文
に
同
じ
で
あ
る
。

い
ま

『史
略
』
に
引
用
の
部
分
を

『敦
煌
寶
藏
』
第
二
十

一
卷
S
二
六三
〇
「唐
太
宗
入
冥
小
読
」
の
書
影
に
よ

っ
て
釋
文
す
れ
ば
次
の
通
り

で
あ
る
。
但
し
こ
の
書
影
で
は
各
行
の
最
後
が
紙
片
の
断
爛
に
よ
っ
て
二
字
な
い
し
三
字
分
を
缺
い
て
い
る
と
い
う
見
方

(
た
と
え
ば

『敦
煌
變
文
集
』
)
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
は
判
定
で
き
な
い
。

 
 
判
官
懆
惡
不
敢
道
名
字
 
帝
日
卿
近
前
來
輕
道

(8)



 
 
 
姓
催
名
子
玉
 
朕
當
識
纔
言
訖
使
人
 
皇
帝
至

 
 
 
院
門
使
人
奏
日
伏
惟
 
陛
下
且
立
在
此
容
臣
入
報
判
官

 
 
 
速
來
言
訖
使
者
到
廳
前
拜
了
啓
判
官
奉
大
王
處

 
 
 
太
宗
皇
生
菟
到
領
判
官
推
勘
見
在
門
外
未
敢
引

 
 
 
子
玉
聞
語
驚
忙
起
立
惟
言
禍
事
兼
云
子
玉
是
人
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  へ

 

『魯

迅
増
田
渉
師
弟
答
問
集
』
二
四
頁
云
、
〔
増
田
問
云

〕
悩
頁
 
唐
太
宗
入
冥
記
の
引
用
文
 
…
判
官
懆
惡
、
不
敢
道
名
字

。
」

帝
日
、

 

 
 
  
 
  
  
  
ヘ 
ヘ  
  
ヘ 
ヘ 
  
ヘ 
ヘ 
へ

 
「卿
近
前
來
。
」
輕
道
、
「姓
崔
、
名
子
玉
」
〔
「名
字
」
よ
り
導
線
を
引
い
て
〕
判
官
ガ

(?
) 

〔
「卿
」
字
お
よ
び

「
姓
崔
、
名
子
玉
」

 
よ
り
導
線
を
引
き
て
〕
卿
ノ
姓
名

(?
)

 

〔
魯

迅
の
答
は

「
判
官
ガ

(?
)」

の

「
ガ

(?
)」
を
消
し
て

「之
」
に
作
る
。

つ
ま
り

「
判
官
之
名
字
」
と
す
る
。
又

「卿
」
字
を
消

 
し
て

「判
官
」
と
す
る
。

つ
ま
り

「
姓
崔
、
名
子
玉
」
は

「判
官

ノ
姓
名
」
だ
と
答
え
る

〕
。

 

〔
且
答
云
〕
、 

(唐
太
宗
ガ
其
人

二
判
官
ノ
姓
名

ヲ
聞
ク
ト
其
人
ガ
云

フ
ニ
)
「
判
宮
ガ
非
常

ニ
キ
ビ
シ
イ
カ
ラ
、
他

ノ
姓
名

ヲ
知

ラ
セ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ル
ー

ガ
出
キ
ナ
イ

(云
フ
ト
判
官
ガ
怒
ル
ノ
意
)」
帝
日
ク

「
シ
カ
ラ
バ
汝
ガ
余

二
近
ヅ
イ
テ
窃

二
云

へ
!
」
是

二
於

イ
テ
其
人
ガ
小

サ

 
イ
聲

デ
云
ニ
ハ

「姓

ハ
崔
、
名

ハ
子
玉
」
ト

4
宋
有

『粱
公
九
諌
』

一
卷
、
以
至
終
當
不
得
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一一
一+
四

 

『
梁
公
九
諌
』
の
引
用
文
を
見
れ
ば
、
確
か
に

「
文
亦
樸
陋
如
前
記
」
で
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
白
話
的
な
要
素
が
な
く
、
文
言

の
小
読

 
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
他
の
部
分
で
は
僅
か
な
が
ら
白
話
的
表
現
も
見
ら
れ
る
の
で

『史
略
』
は
こ
こ
に
引

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  ヘ  ヘ  へ

 
な
お
卷
首
に
あ
る
范
仲
淹

「唐
相
梁
公
碑
文
」
は

「
仲
淹
貶
守
番
易
、
移
舟
徙
郡
、
道
過
彭
澤
、
謁
公
之
祠
而
述
焉
」
と
述

べ
る
た
め
に
、

(9)



 
『史

略
』
は
范
仲
淹
が
鄙
陽
に
左
遷
さ
れ
た
時
期
以
降
の
作
だ
と
し
た
の
だ
が
、
『范
文
正
公
集
』
卷
十

{

(四
部
叢
刊
本
)
に
收
め
る
同

 
 
 
 
ヘ  ヘ  ヘ  へ

 
文

は

「移
丹
徒
郡
」
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
鄙
陽
か
ら
丹
徒
郡

(鎭
江
)
に
移
る
途
次
に
彭
澤
を
通
り
、

そ
の
際

に
碑
文
を
記
め
た

 
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

『史
略
』
が
鄙
陽
左
遷
を
明
道
二
年

(
δ
三三)
と
し
た
の
は
、
そ
の
年
仁
宗
の
郭
皇
后
の
廢
立
を
め
ぐ

っ
て
宰
相

 
の
呂
夷
簡
等
と
の
確
執
が
あ
り
、
范
仲
淹
ら
が
敗
れ
て
左
遷
さ
れ
る
事
件
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
の
判
斷

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
と
き
は

 
睦
州

つ
ま
り
浙
江
建
徳

へ
流
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
鄙
陽
で
は
な
い
。
范
が
饒
州

つ
ま
り
鄙
陽

へ
移
さ
れ
る
の
は
景
祐

三
年

(
δ
三六)

で
、

 
翌

四
年
の
十
二
月
、
潤
州
い
ま
の
江
蘇
鎭
江
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
鄙
陽
か
ら
鎭
江

へ
の
途
次
、
彭
澤
を
通
過
し

た
の
は
、
全
集
注
が

 
「年
譜
」
を
引
い
て
指
摘
す
る
よ
う
に
寶
元
元
年

(
δ
三八)

の
正
月
で
あ

っ
た
。 
『史
略
』
の
記
述
に
は

「
梁
公
九
諌

」

の
誤
寫
と
范
仲

 
淹
左
遷
の
繋
年
の
誤
り
と
い
う
二
重
の
ミ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

「梁
公
九
諌
」
の
成
立
は
い
く
ら
早
く

て
も
明
道
二
年
よ

 
り
五
年
遲
れ
て
寶
元
元
年
以
降
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

テ
キ
ス
ト
は
黄
氏
士
禮
居
叢
書
お
よ
び
そ
の
重
刊
本
、
叢
書
集
成
初
編
本
、
『宋
元
平
話
集
』
(
一九
九?
上
海
古
籍
出
版
杜

『
中
國
古
典

 
小

読
研
究
資
料
叢
書
』
)
が
あ
り
、
す
べ
て
士
禮
居
叢
書
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。

 

『師
弟
答
問
集
』
【西
頁
云
、
〔
増
田
問
云

〕
燭
頁
 
梁
公
九
諌
の
引
用
文
 
第
六
諌
 
則
天
睡
至
三
更
、
夊
得

一
夢
、
夢
与
大
羅
天
女
対

 
 
 
 
 
ヘ  ヘ  ヘ  へ

 
手
着
棋
、
局
中
有
子

、
旋
被
打
将
、
…
 
局
中

二

「意
外
ナ
ル
」
子
ガ
ア
リ

(?
) 

〔
魯
迅
答
云

〕
⇒
○ 

局
中

ニ
ハ
子
ガ
有

ツ
タ
ケ
レ

 
匠
直

チ
ニ
人

二
取
ラ
レ
テ
仕
舞

フ
 

〔
且
注

「旋
」
字

〕
11
直

二
、
〔
注

「
将
」
字

〕
1ー
却

5
然
據
現
存
宋
人
通
俗
小
読
觀
之
、
以
至
則
有
四
科
如
下
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
=
丁
七

 
寫
印
本

『大
略
』
+
云
、
據
現
在
宋
人
通
俗
小
説
觀
之
、
其
源
蓋
出
于
説
話
。
読
話
者
、
唐
已
有
之
、
段
成
式
酉
陽
雜
俎
云
、
予
太
和
末

 
因
弟
生
日
觀
雜
劇
、
有
市
人
小
読
、
呼
扁
鵲
作
褊
鵲
字
、
上
聲
。
李
商
隱
驕
兒
詩
云
、
或
謔
張
飛
胡
、
或
笑
鄰
艾
吃
。
似
其
時
已
有
述
三

(10)



國

故

事

、

然

未

詳

。

宋

都

洋

京

、

民

物

康

阜

、

游

樂

之

事

甚

繁

、

読

話

人

至

有

分

科

如

下

。

鉛
印
本

『大
略
』

は
、

『酉

陽
雜

俎
』

の
引

用
文
中

、

「觀
雜
劇
」
と
作

り
、
寫
印
本

『
大
略
』
と
同
じ
く
す

る
他

は
、
す

べ
て

『史
略
』

に
同
じ

で
あ

る
。 

『西
陽
雜
俎
』

の
引

用
文

は

「觀

雜
戲

」

と

す

べ
き

と

こ
ろ
を
誤

寫

で

「雜
劇
」

に
作

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
『史
略
』
初
版

で
は
誤
り
に
氣
附
き
、
「雜
戯
」
と
正
し
た
。
と

こ
ろ
で

『史
略
』

の
地

の
文

は
、
「
現
存
宋
人
通
俗

小
説

…

…

實
出

于
雜

劇
中

之

"説
話
"」

と
言
い
、

そ

の
部
方
は

「雑
戲
」
と
改
め
ら
れ

て
は
い
な

い
。
地

の
文
は

こ
こ
の
み
な
ら
ず
篇

の
終

り
で
も

「雑
劇
」

と
し

て
お
り
、

改
訂
は
加

え
ら

れ

て

い
な
い
。

「雜
劇
」

と
い
う
こ
と
ば
は
す

で
に
唐
代

に
見
ら
れ

る

(『李

文
饒
文
集
』
十

二

「論
故
循
州
司
馬
杜
元
潁
追
贈
」
第
二
状
に
成
都
か
ら
南

韶

に
俘
虜

と

し

て
拉

致

さ
れ

た
人

に
言
及
し

て

「雑
劇
丈
夫
兩
人
」
と
言

う
)
。
た
だ
そ

の
詳
細

は
不
明

で
あ

る
。
し
か
し
宋
代

に
入
る
と

そ
れ

は
明
ら
か

に
芝
居
を
指
し
、
呉
自
牧

『夢

粱
録
」

で

は
散
樂

を
傳

え
る
教
坊
十
三
部

の
う
ち

「雜
劇
」
を
正
色
、

つ
ま
り
散
樂

の
代
表
と
す
る
。

一
方

「舌
辯
」

で
あ
る

「読

話
」
は
む
ろ
ん

「
雑
劇
」

で
は

あ
り

え
ず
、

散
樂

の

う
ち

に

も
入

ら
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず

『史
略
』
が
宋
雑
劇

や
の
ち

の
元
雜
劇

の
よ
う
に
次
第

に
範
囲
が
限
定

さ
れ
た

「芝

居
」
と
い
う
狹

い
意
味
に
使

わ
ず
、
「舌
辯
」

な
ど

も
含

め
た
廣
義

に
使

っ
た
そ

の
用
意
は
何
か
と
な

る
と

よ
く
分

ら
な
い
。

た
だ
廣

義
と
し
て

『酉
陽
雜
俎
』

で
使

わ
れ
た
よ
う
に

「雜
戲

」、
雜
多
な
伎
藝
と

い
う
意
味

で
使

っ
て
い

る
こ
と
は
文

脈
か
ら
も
確
か

で
あ
る
し
、
具
體
的
な
證
據

と
考

え
て
よ
い
も
の
も
あ
る
。
『
大
略
』
寫
印
本
は

一
部
北
京
魯
迅
博
物
館

に
保
存

さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ

に
は

聽
講

者

の
ノ
ー
ト
と
覚

し
き
も

の
が

こ
の
篇
末

に
記
さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
に
は
次

の
よ
う
な
概
略
圖
が
あ

る
。

      
雜
劇
∫

難

中
段
の

「小
説
」
に
封
應
す
る

一
方
が
闕
け
て
い
て
、
そ
こ
に

「雑
劇
」
や
戲
曲
が
入

っ
た
の
か
ど
う
か
も
分
ら
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
本
文
の
、

の
ち
に
は
講
史
と
小

読
の
区
別
を
し
な
く
な
り
と
も
に

「小
説
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
記
述
に
符
合
す
る
。
そ
し
て
そ
の

「小
読
」
が

「雜
劇
」
に
屬
し
て
い
た
と
講
師
魯
迅
が
述

べ
た
こ
と
も
明
ら

か
で
あ
る
。
た
だ
重
ね
て
述
べ
る
が
、
『史
略
』
が
通
念
に
逆

っ
て
定
義
も
與
え
ず
に

「雑
劇
」
と
い
う
こ
と
ば
を
最
後
ま
で
改
め
な
か

っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

つ
い
で
に

言
う
と

『史
略
』
に
先
立

つ

「宋
民
間
之
所
謂
小
読
及
其
後
來
」
で
は
次
に
引
く
よ
う
に
、
引
用
文
に
も
地
の
文
に
も

「雜
戲
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
宋

民

間

之

所

謂

小

説

及
其

後

來
」

全
集

}

『
墳
』

云

、

読

話

者

、

未

詳

始

于

何

時

、

但

據

故

書

、

可

以

知

道

唐

時

則

巳

有

。

段

成

式

(
『
酉

陽

雜

俎

續

集

』

四

「
貶

誤

」
)

云

、

 
 

予

太

和

末

因

弟

生

日
觀

維

戲

、

有
市

人

小

諡

、

呼

扁

鵲

作

褊

鵲

字

、

上

聲

。

予

令

任

道

昇

字

正

之

。

市

人

言

「
二
十

年

前

嘗

于
上

都

 
 

齋

會

設

此

、

有

一
秀

才

甚

賞
某

呼

扁

字

與

褊

同

聲

、

云

世

人

皆

誤

」
。

其

詳

細

雖

難

曉

、

但

因

此

已
足

以
推

見
數

端
、

～
小

読

爲

雜

戲

中

之

一
種

、

二
由

于

市

人

之

口
述

、

三

在

慶

祝

及

齋

會

時

用

之

。

而

郎

瑛

(11)



(
『七
修
類
藁
』
二
十
二
)
所
謂

「
小
読
起
宋
仁
宗
、
蓋
時
太
平
盛
久
、
國
家
閑
暇
、
日
欲
進

「
奇
怪
之
事
以
娯
之
、

故
小
読

「
得
勝
頭

回
」之
後
、
即
云
話
読
趙
宋
某
年
」
者
、
亦
即
由
此
分
明
證
實
、
不
過

一
種
無
稽
之
談
罷
了
。

 
 

到
宋
朝
、
小
説
的
情
形
乃
始
比
較
的
可
以
知
道
詳
細
。
孟
元
老
在
南
渡
之
後
、
追
懷
沖
梁
盛
況
、
作

『東
京
夢
華
録
』
、

于

「
京
瓦

技
藝
」
條
下
有
當
時
読
話
的
分
目
、
爲
小
読
、
合
生
、
説
諢
話
、
読
三
分
、
読

『五
代
史
』
等
。
而
操
此
等
職
業
者

則
稱
爲

「
説
話
人
」
。

 
 
高
宗
既
定
都
臨
安
、
更
歴
孝
光
兩
朝
、
沖
梁
式
的
文
物
漸
已
遍
滿
都
下
、
伎
藝
人
也

一
律
完
備
了
。
關
于
読
話
的
記
載
、
在
故
書
中

也

更
詳
盡
、
端
平
年
間
的
著
作
有
灌
園
耐
得
翁

『都
城
紀
勝
』、
元
初
的
著
作
有
呉
自
牧

『夢
粱
録
』
及
周
密

『
武
林

舊
事
』、
都
更
詳
細

的

有
説
話
的
分
科
。

「
小
諡
的
歴
史
的
變
遷
」
第
四
講
〔
接
承
-
所
引
〕
云
、
宋
建
都
于
汁
、
民
物
康
阜
、
游
樂
之
事
、
因
之
很
多
、
市
井
間
有
種
雜
劇
、
這
種
雑

劇
中
包
有
所
謂

「説
話
」
。 
「説
話
」
分
四
科
。

一
、
講
史
。
二
、
読
經
諢
經
。
三
、
小
読
。
四
、
合
生
。 
「講
史
」

是
講
歴
史
上
底
事

情
、

及
名
人
傳
記
等
、
就
是
後
來
歴
史
小
読
之
起
源
。
「読
經
諢
經
」、
是
以
俗
話
演
読
佛
經
的
。
「小
説
」
是
簡
短
的
説
話
。

「合
生
」
、

是
先
念
含
混
的
兩
句
詩
、
隋
後
再
念
幾
句
、
オ
能
憧
得
意
思
、
大
概
是
諷
刺
時
人
的
。
這
四
科
後
來
于
小
読
有
關
係
的
、
ロ
ハ是

「講
史
」

和

「小
読
」
。
〔後
文
又
見
7
〕

王
國
維

『宋
元
戲
曲
史
』
箜
二章
宋
之
小
誂
雜
戲
云
、
宋
之
滑
稽
戲
、
雖
託
故
事
以
諷
時
事
、
然
不
以
演
事
實
爲
主
、
而
以
所
含
之
意
義
爲
主
。

至
其
變
爲
演
事
實
之
戲
劇
、
則
當
時
之
小
読
、
實
有
力
焉
。

小
読
之
名
起
於
漢
。
西
京
賦
云
、
小
読
九
百
、
本
自
虞
初
。
漢
書
藝
文
志
有
虞
初
周
読
九
百
四
十
四
篇
。
其
書
之
體
例
如
何
、
今
無
由
知
。

唯
魏
略

(魏
志
王
粲
傳
注
引
)
言
臨
涵
侯
植
誦
俳
優
小
読
數
千
言
。
則
似
與
後
世
小
説
、
巳
不
相
遠
。
六
朝
時
、
干
寳
、
任
肪
、
劉
義
慶

諸
人
、
咸
有
著
述
。
至
唐
而
大
盛
。
今
大
平
廣
記
所
載
、
實
集
其
成
。
然
但
爲
著
述
上
之
事
、
與
宋
之
小
読
無
與
焉
。
宋
之
小
読
、
則
不

(12)



以
著
述
爲
事
、
而
以
講
演
爲
事
。
灌
園
耐
得
翁
都
城
紀
勝
、
謂
説
話
有
四
種
。

一
小
読
。

一
読
經
。 
一
読
參
請
。 

一
読
史
書
。
夢
粱
録

(卷

二
十
)
所
紀
略
同
。
武
林
舊
事

(卷
六
)
所
載
諸
色
伎
藝
人
中
、
有
書
會

(謂
説
書
會
)
。
有
演
史
、
有
読
經
諢
經
、
有
小
読
。
而
都

城
紀
勝
夢
粱
録
、
均
謂
小
読
人
能
以

一
朝

一
代
故
事
、
頃
刻
間
提
破
、
則
演
史
與
小
読
、
自
爲

一
類
。
此
三
書
所
紀
、
皆
南
渡
以
後
之
事
、

而
其
源
則
發
於
宋
初
。
高
承
事
物
紀
原

(卷
九
)
、
仁
宗
時
、
市
人
有
能
談
三
國
事
者
、
或
採
其
読
、
加
縁
飾
、
作

影
人
。

東
坡
志
林

(卷
六
)
王
彭
嘗
云
、
塗
巷
中
小
見
薄
劣
、
爲
其
家
所
厭
苦
、
則
與
錢
令
聚
坐
、
聴
読
古
話
。
至
説
三
國
事
云
云
。
東
京
夢
華
録

(卷
五
)

所
載
京
瓦
伎
藝
、
有
霍
四
究
説
三
分
、
尹
常
賣
五
代
史
。
至
南
渡
以
後
、
有
敷
衍
復
華
篇
及
中
興
名
將
傳
者
、
見
於
夢
粱
録
。
此
皆
演
史

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ 
 ヘ  ヘ  へ

之
類
也
。
其
無
開
史
事
者
、
則
謂
之
小
読
。
夢
粱
録
云
、
小
諡

一
名
銀
字
兒
、
如
烟
粉
靈
怪
傳
奇
公
案
朴
刀
桿
棒
發
發
踪
參
等
事
。
則
其

體
例
、
亦
當
與
演
史
大
略
相
同
。
今
日
所
傳
之
五
代
平
話
、
實
演
史
之
遺
、
宣
和
遺
事
、
殆
小
読
之
遺
也
。
此
種
説
話
、
以
叙
事
爲
主
、

與
滑
稽
劇
之
但
託
故
事
者
迥
異
。
其
發
達
之
跡
、
雖
略
與
戲
曲
平
行
、
而
後
世
戲
劇
之
題
目
、
多
取
諸
此
、
其
結
搆
亦
多
依
倣
爲
之
。
所

以
資
戲
劇
之
發
達
者
、
實
不
少
也
。

狩
野
直
喜

「支
那
俗
文
學
史
研
究
の
材
料
」
云
、
又
宋
の
と
き
は
軍
談
講
釋
の
類
が
餘
程
民
問
に
流
行
し
下
層
杜
會

に
流
行
し
た
事
實
も

注
意

に
値
す
る
。
東
坡
の
志
林

塗
)
に

 
 

王
彭
嘗
云
。
塗
巷
中
小
兒
薄
劣
。
其
家
所
二厭
苦

}。
輙
與
・錢
令

二聚
・坐
聽
二読
古
話
↓
至
・読
三
二
國
事
の
聞
二劉
玄
徳
敗
の
頻
眉
蹙
。

 
 

有
二出
・涕
者
の
聞

一曹
操
敗
の
即
喜
唱
レ快
。
以
・是
知
二
君
子
小
人
之
澤
百
世
不
ワ斬
。

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
て
、
東
坡
の
と
き
已
に
三
國
の
事
を
編
ん
で
、
腕
白
小
僧
で
も
聽
い
て
面
白
く
感
ぜ
し
む
る
軍
談
講
談
類
の
も

の

が
あ

つ
た
こ
と
が
分
る
。

一
體
今
日
の
演
義
三
國
志
は
明
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
書
中
の
或
篇
の
同
じ
話
し
が
早
く
已
に
元
の
雜
劇
に
仕

組
ま
れ
て
居
る
。
併
し
志
林
の
記
事
に
よ
り
て
獪
宋
に
溯
り
て
其
出
處
を
求
む
る
こ
と
が
出
來
る
か
も
知
れ
ぬ
。
又
宋
に
軍
談
講
釋
の
あ

(13)



つ
た

こ
と

は
、

宋

の
孟

元
老

の

「
東
京

夢
華

録
」

に
洋

都

の
繁
榮

を
敍

し
崇

觀

以
來

無

囎
櫞
耨
ガ
鞭
搬
欺
職

)

都

下

の
藝

人

の
内

に
歴

史

や

小

諡

の
話

を
す

る

も

の

丶
名

を

擧

げ

て
居

る
。

又
南

渡

後

も
此

種

の
講
談

が
流

行

せ

し

と

見

え
、

無

名
氏

の
選

述

せ

る

「
都

城

紀

勝

」

に
臨

安

の
舊

事

を

述

べ
た

る

な

か

に
當

時

「
諡

話

」

な

る

も

の

丶
盛

た

り

し

こ
と

を

記

し
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ  
ヘ 
         
        
        
         
        
  ヘ  ヘ  ヘ       
         
        
        
         
        ヘ 
 
ヘ  
ヘ  
へ

 

 

読

話

有

二
四

家

詢

一
者

小

説

謂

二
之

銀
字

兒
謁

如
二
煙

粉

靈

怪

傳

奇

の

説

公

案

。

皆

是

搏

刀

赴

棒

。

及

發

跡

變

泰

之

事

。

諡

鐵

騎

兒

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ 
ヘ 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ 
ヘ 
へ

 

 

謂

二
士

馬

金

鼓

之

事

ゆ

読

經
。

謂

演

三
読

二
佛

書
の

読
參

詮
哩

謂

二賓

主

參

禪

悟

道

等

事

謁

講

史

書

。

講

二
読

前

代

書

史

文

傳

興

敗

爭

戰

 

 

之

事

司

云

々

簇
赭
瞰
齣
曙
騾
鞴
蜷
に
沖
に
)
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 ヘ 
 ヘ 
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又

宋

末

の
周

密

が
武

林

舊

事

露

)
に
も

、

臨

安

の
諸

色

伎

藝

人

を

列

擧

し

た

る
う

ち

に
演

史

。

読

經

小

読

。

彈
唱

因
縁

唱

京

詞

.
読

諢

へ話

等
の
名
が
見
え
て
居
る
が
、
要
す
る
に
沖
京
か
ら
南
宋
に
か
け
て
此
種
の
藝
人
が
あ

つ
て
公
衆

の
娯
樂
機
關
と
な

つ
て
居
た
事
が
分

る
。
而
し
て
講
談
が
已
に
此
の
如
く
盛
ん
に
流
行
し
た
と
す
れ
ば
、
此
を
其
儘
文
字
に
記
し
た
る
小
説
傳
奇
類
の
書
が
あ

つ
た
ら
う
と
想

像
し
て
も
差
支
な
い
の
で
あ
る
。
實
際
元
時
代
に
出
來
た
小
読
を
見
る
と
恰
も
此
等
の
講
談
を
筆
録
し
た
も
の
丶
や
う
に
思
は
る
＼
點
が

多

い
。

『
酉
陽
雜
俎
』
續
集
四
貶
誤
云
、
予
太
和
末
、
因
弟
生
日
觀
雑
戲
、
有
市
人
小
説
呼
扁
鵲
作
褊
鵲
、
字
上
聲
、
予
令
座
客
任
道
昇
字
正
之
。

市
人
言
、
二
十
年
前
、
嘗
於
上
都
齋
會
設
此
、
有

一
秀
才
甚
賞
某
呼
扁
字
與
褊
同
聲
、
云
世
人
皆
誤
。
予
意
其
飾
非
、
大
笑
之
。

『李
義
山
詩
集
』
(
四
部
叢
刊
本
)
巻

一
收

「驕
兒
詩
」。
『支
那
小
読
史
』
増
田
渉
譯
注
云
、
胡
、
動
詞
、
外
國
人
ら
し
い
所
作
を
す
る
。

馮
浩

『
玉
谿
生
詩
箋
注
』
巻
三

「
驕
兒
詩
」
云
、
按
南
史
、
劉
胡
本
以
面
拗
黒
似
胡
、
故
名
拗
胡
、
及
長
單
名
胡
焉
。
張
飛
胡
義
同
、
俗

稱

黒
張
飛
也
。
舊
註
誤
。

『
東
京
夢
華
録
』
十
巻
宋
孟
元
老
撰
。
靜
嘉
堂
文
庫
藏

の
元
刊
本
が
最
も
早
い
刊
本
と
さ
れ
る
。
日
本
語
譯
に
入
矢
義
高
等

譯
本

(14)



 

(
]九
八
三
・
岩
波
書
店
)
が
あ
り
、
詳
し
い
譯
注
と
と
も
に
靜
嘉
堂
藏
本
の
全
部
に
渉
る
書
影
が
附
録
さ
れ
て
い
る
。
排
印
本

に
は
靜
嘉
堂

 
藏
本

に
よ
り
諸
本
を
參
照
し
た
と
い
う

『東
京
夢
華
録
外
四
種
』
(
一九五
六
・
上
海
古
典
文
学
出
版
瓧
)、
鄰
之
誠
注

『
東
京
夢
華
録
注
』

 

(
死
五九
・
商
務
印
書
館
。
一九八
〇
・
中
華
書
局
)
が
あ
る
。

 

『
東
京
夢
華
録
』
巻
五
京
瓦
伎
藝
云
、
崇
觀
以
來
、
在
京
瓦
肆
伎
藝
、
張
廷
叟
、
孟
子
書

「主
張
」。
「
小
唱
」
、
李
師
師

、
徐
婆
惜
、
封
宜

 
奴
、

孫
三
四
等
、
誠
其
角
者
。
「
噤
唱
」、
弟
子
張
七
七
、
王
京
奴
、
左
小
四
、
安
娘
、
毛
團
等
。
教
坊
減
罷
#
温
習
、
張
翠
蓋
、
張
成
、

 
弟
子
薛
子
大
、
薛
子
小
、
俑
枝
兒
、
楊
總
惜
、
周
壽
奴
、
稱
心
等
般

「雜
劇
」
。
「杖
頭
傀
儡
」
、
任
小
三
、
毎
日
五
更
頭
回
小
雜
劇
、
差

 
晩
看

不
及
矣
。
「懸
絲
傀
儡
」
、
張
金
線
。
李
外
寧

「藥
發
傀
儡
」
。
張
臻
妙
、
温
奴
哥
、
眞
箇
強
、
没
勃
臍

「小
掉
刀
」
「
筋
骨
」
「上
索
」

 
雜
手
伎
。
渾
身
眼
、
李
宗
正
、
張
哥

「毬
杖
」
「
跼
弄
」。
孫
寛
、
孫
十
五
、
曾
無
黨
、
高
恕
、
李
孝
詳

「講
史
」
。
李

慥
、
楊
中
立
、
張

 
十

}
、
徐
明
、
趙
世
亨
、
賈
九

「
小
読
」。
王
顔
喜
、
蓋
中
寳
、
劉
名
廣

「
散
樂
」
。
張
眞
奴

「舞
旋
」
。
楊
望
、
京
小
兒

「相
撲
雑
劇
」
、

 
「
掉
刀
蠻
牌
」。
董
十
五
、
趙
七
、
曹
保
義
、
朱
婆
見
、
沒
困
駝
、
風
僭
哥
、
俎
六
姐

「影
戲
」
。
丁
儀
、
痩
吉
等

「弄
喬
影
戲
」。
劉
百
禽

 
「
弄
虫
蟻
。
」
孔
三
傳
要
秀
才

「
諸
宮
調
」。
毛
詳
、
霍
伯
醜

「
商
謎
」
。
呉
八
兒

「合
生
」。
張
山
人

「
読
諢
話
」。
劉
喬
、
河
北
子
、
帛
遂
、

 
呉
牛
兒
、
達
眼
五
、
重
明
喬
、
駱
駝
見
、
李
敦
等

「雜
嘔
」
。
外
入
孫
三

「神
鬼
」
。
霍
四
究

「読
三
分
」。
尹
常
賣

「読
五
代
史
」。
文
八

 
娘

「叫
果
子
」
。
其
餘
不
可
勝
數
。
不
以
風
雨
寒
暑
、
諸
棚
看
人
、
日
日
如
是
。
教
坊
鈞
容
直
、
毎
遇
旬
休
按
樂
、
亦

許
人
觀
看
。
毎
遇

 
内
宴
前

一
月
、
教
坊
内
勾
集
弟
子
小
兒
、
習
隊
舞
、
作
樂
、
雜
劇
節
次
。

6
所
引

『夢
粱
録
』
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

一
三
+
五

 
寫
印
本

『
大
略
』
+
云
、

 

「
呉
自
牧
夢
粱
録
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
耐
得
翁
古
杭
夢
游
録

(15)



読

話

者

謂

之

舌

辯

、

雖

有

四
家

數

、

各

有

門

庭

。
 

 

 

 

 

 

 

読

話

有

四
家

。

且

小

読

名

銀

字

兒

、

如

烟

粉

靈

怪

傳

奇

公

案

撲

刀
杆

棒

發
跡

變

 

 

 

一
日
小

説

謂

之

銀

字

見

、

如

烟

粉

靈

怪

傳

奇

。

読

公
案

皆

是

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
マ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

態

之

事

…
…

談

論

古

今

如

水

之

流

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搏

奉

提

刀
起

棒

及
發

跡

變

態

之

事

。

読
鐡

騎

兒

、

謂

石
馬

金

鼓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
之

事

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

談

經

者

謂

演

読

佛

書

。

読

參

講

者

謂

賓

主

參

禪

悟

道

等

事

…

…
 

 

 
読

經

謂

演

読

佛

書

。

読

參

謂

參

禪

。

又

有

諢

經

者

…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
マ

講

史

書

者

、

謂

講

説

通

鑑

漢

唐

歴

代

書

史

文

傳

興

廢

仗

爭

之

事

。
 

 

読

史

者

、

謂

前

代

興

廢

仗

爭

之

事

。

商

謎

先

用

鼓

兒

賀

之

、

然

後

聚

人

猜

詩

謎

字

謎

戻

謎

。

鉛
印
本

『
大
略
』
は
す
で
に
對
照
の
形
を
採
ら
ず
、
『史
略
』
と
同
じ
叙
述
形
式
で
あ
る
。
但
し
、
「合
生
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
「商
謎
」
を
引
く
の
は
寫
印
本
と
同
じ

で
あ
る
。

 
 
な
お

『
夢
粱
録
』
の
ふ
つ
う
見
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
は

『學
海
類
編
』
本
、
『
知
不
足
齋
叢
書
』
本
、
『
學
津
討
原
』
本
、
『武
林
掌
故
叢
編
』
本
、 
『筆
記
小
説
大
觀
』
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ              ヘ              ヘ                 へ

等
で
あ
る
が
、
魯
迅
の
據
っ
た
の
は

『
學
海
類
編
』
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
舌
辯

」
を

「舌
辨
」、
「説
參
請
」
を

「読
參
講

」
に
作
る
の
は

『學
海
類
編
』
本
で
、
前

者
は

『大
略
」
兩
本
、
『史
略
』
初
版
以
來
そ
の
よ
う
に
引
き
、
新
版
全
集
で
も
訂
さ
れ
て
い
な
い
。
後
者
も

『大
略
』
以
來
そ
う
で
あ

っ
た
が

一
九
五
七
年
版
全
集
に
至

っ
て

ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ

「講

」

を

「請

」
に
變

え
ら
れ
た
。

こ
れ
は

『
知
不
足
齋
叢
書
』
本

に
よ
る
改
變

で
あ
る
。
ま
た

『
大
略
』

で
引
い
た

「
商
謎
」

の
替
り

に

『
史
略
』
初
版
お
よ
び

「宋
民
間
の

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
ヘ    へ

所

謂
小

読
…

…
」

で
は

「
合
生

」を
引

い
た
が
、

そ
こ
に
は
今
見

ら
れ

る
よ
う
に

「起
今
隋
A「
」
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ

ら
は
す
べ
て

『學
海
類
編
』
本

を
引

い
て
い
る
の
で
あ

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

ヘ     へ

る
。

こ
れ
は
現
代
で
は
孫
楷
第
が

『
知
不
足
齋
叢
書
』
本

に
據

っ
て

「
起
令
隋
令
」
と
し
、
「令
」

は

「酒
令
」

の

「令
」

で
題
目

を
出
す

こ
と
だ
と
し
て
以
來
、

「起

令
隋

令
」

と
す
る
の
が
正
し
い
と
い
う
の
が
通
読

で
あ
る
。

魯
迅
は

「
宋
民
閤

の
所
謂
小
読
お
よ
び
そ
の
後
」

で

「
起
令
隋
令
」

に
作
る

『
都
城
紀
勝

』
を
引

い
て
い

る
か
ら

「
起
令

隋

令
」

と
い
う
言
い
方

が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
い

っ
た

い
ど
う
い
う
も

の
か
分
ら
な
か

っ
た
の
で
、
據

っ
た

テ
キ

ス
ト

の
ま
ま

に
し
た

の
だ
ろ
う
。

「起
令
隋
令
」

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
ヘ                      へ

は
酒
席

で
妓

女
が
出

さ
れ
た
題
に
し
た
が

っ
て
即
席

に
詩
を
作
る
藝

で
あ
る
と

い
う
。
な
お

『學
津

討
原
』

本
で
は

「
舌
辨

」

に
作

り
、
「
説
參
請

」

の

「
請

」

字

は

つ
ぶ
れ

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

ヘ     へ

て
い

て

「
講
」

に
讀

め
ぬ
こ
と
も
な

い
。
さ
ら
に

「起

令

隋
今

」

と

『學
海
類

編
』

と

『知

不
足

齋
』
本

を
ま
ぜ
た
よ
う
な
表
記
に
な

っ
て
い
る
。

「
宋

民

間

之

所

謂

小

読

及

其

後

來

」

〔
接
承

5
所
引

〕
云

、
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『
夢
粱
録
』
(二
十
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
都
城
紀
勝
』

読
話
者
、
謂
之
舌
辯
、
雖
有
四
家
數
、
各
有
門
庭
。 
 
 
 
 
 
 
説
話
有
四
家
。

且
小
説
、
名
銀
字
兒
、
如
烟
粉
靈
怪
傳
奇
。
公
案
、
朴
刀
杆
棒
 
 
 
一
者
小
読
、
謂
之
銀
字
兒
、
如
烟
粉
靈
怪
傳
奇
。
読
公
案
、
皆
是

發
發
踪
參

(案
此
四
字
當
有
誤
)
之
事
。
…
…
談
論
古
今
、
如
 
 
 
搏
刀
起
棒
及
發
跡
變
態
之
事
。
読
鐡
騎
兒
、
謂
士
馬
金
鼓
之
事
。

水
之
流
。

談
經
者
、
謂
演
説
佛
書
。
諡
參
請
者
、
謂
賓
主
參
禪
悟
道
等
事
。 
 

説
經
、
謂
演
説
佛
書
。
説
參
請
、
謂
賓
主
參
禪
悟
道
等
事
。

…
…
又
読
諢
經
者
。

講
史
書
者
、
謂
講
説

『
通
鑑
』
漢
唐
歴
代
書
史
文
傳
興
廢
爭
戰
 
 
 
講
史
書
、
講
読
前
代
書
史
文
傳
興
廢
爭
戰
之
事
。
…
…

之
事
。

合
生
、
與
起
今
隋
今
相
似
、
各
占

一
事
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
生
、
起
令
隋
令
相
似
、
各
占

一
事
。

『師
弟
答
問
集
』
二
四
頁
云
、
〔
増
田
問
云

〕
儡
頁
 
夢
梁
録
記
載

:
小
読
名
銀
字
兒
、
如
煙
粉
靈
怪
、
傳
奇
、
公
案
、
撲
刀
、
拝
棒
、
發

跡
変
態
之
事
。

:
謂
發
跡
的
変
態
乎

(?
)
。
〔
魯
迅
答
云

〕
昌
○
 
發
跡
穹
α
変
態
 
發
跡

ハ
貧
乏
人
ガ
急

二
金
持

ニ
ナ
ル
ー
之
類
 
変
態

ハ
世
態
炎
涼

ノ

一
定
ナ
シ
ノ
類
ナ
ラ
ン
 

〔
且
注

「煙
粉
」
云

〕
11
娼
妓
、
芸
妓

ノ
「
 

〔
注

「撲
刀
、
杆
棒
」
云

〕
刀
ヲ
使
フ
ー
、
棍

棒

ヲ
弄

フ
ー
11
武
術

『
夢
粱
録
』
巻
二
+

「小
読
講
經
史
」
云
、
説
話
者
謂
之

「舌
辯
」
、
雖
有
四
家
數
、
各
有
門
庭
。
且
小
説
名

「銀
字
兒
」
、
如
煙
粉

・
靈
怪

・

傳
奇

・
公
案
朴
刀
桿
棒
發
發
踪
參
之
事
、
有
譚
淡
子

・
翁
三
郎

・
雍
燕

・
王
保
義

・
陳
良
甫

・
陳
郎
婦
棗
見
、
余
二
郎
等
。
談
論
古
今
、

如
水

之
流
。
談
經
者
、
謂
演
説
佛
書
。
読
參
請
者
、
謂
賓
主
參
禪
悟
道
等
事
、
有
寶
庵

・
管
庵

・
喜
然
和
尚
等
。
又
有
説
諢
經
者
、
戴
忻
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庵

。

講

史

書

者

、

謂
講

読

『
通
鑑

』

漢

唐

歴

代
書

史

文

傳

、

興

發
爭

戰

之

事

、

有

戴

書

生

・
周
進
士

・
張
小
娘

子

・
宋

小
娘

子

・
邱
機

山

・

徐

宣

教

。

又

有

王

六

大

夫

、

元

係

御

前

供

話

、

爲

幕

士

請

給

講

、

諸

史

倶

通

、

於

咸
淳

年

間

、

敷

演

「
復

華

篇

」

及

中

興

名

將

傳

、

聽

者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マ
マ

紛

紛

、

蓋

講

得

字

翼

不

俗

、

記

問

淵

源

甚

廣

耳

。

但

最

畏

小

説

人

、

蓋

小

論

者
、

能
講

一、朝

一
代

故

事

、

頃

刻

間

捏

合

。

與

起

令

隋

令

相

似

、

各

占

一
事

也

。

商

謎

者

、

先

用
鼓

兒

賀

之

、

然

後

聚

人

猜

詩

謎

、

字

謎

、
戻

謎
、

杜

謎

、

本

是

隱

語
。

有

道

謎

、

來

客

念

思

司

語

譏

謎

、

又

名

「
打

謎

」
。

走

智
、

改
物

類

以

困
猜

者

。

正
猜

、

來

客

索

謎

。

下

套

、

商

者

以

物

類

相

似

者

譏

之

、

又

名

「
對

智

」
。

貼

套

、

貼

智

思

索

。

横

下

、

許

旁

人

猜

。

問

因

、

商

者

喝

問

句

頭

。

調

爽

、

假
作

難

猜

、

以

走

其

智

。

杭

之

猜

謎

者

、

旦

言
口之

=

一、

如

有

歸

和

尚

及

馬

定

齋

、

記

問

博

洽

、

厥

名

傳

久

矣

。

古
典
文
學
出
版
祉
本
。

『
古

杭

夢

游

録

』

云

、

設

話

有

四
家

。

一
者

小

読

、

謂

之

銀

字

兒

、
如

煙
粉

・
靈

怪

・
傳

奇

。

説

公

案

、

皆

是
摶

拳

提

刀
遅

棒

及

發
跡

變

態

之

事

。

読

鐡

騎

兒

、

謂

士

馬

金

鼓

之

事

。

諡

經

、

謂

演

読

佛

書

。
読

參

、

謂
參

禪

。

講

史

書

、

謂
読

前

代

興
廢

爭

戰

之

事

。

 

合

生

與

起

令

隋

合

相

似
。

商

謎

奮

用

鼓

板

賀

聖

朝

、

聚

人

猜

詩

謎

・
字

謎
之

類
、

本

是
隱

語
。

有

道

謎

來

、

客
念
引
語
説
謎
、
父
名
打
謎
。
正

猜

求
客
索
猜
。

下

套

商
者
以
物

類
相
似
者
譏
之
。
又
名
對
智
。
貼

套
貼
知
思
索
。
走

智

改
物
類
以
困
猜
者
。

横

下

許
旁
人
猜
。
問

日
商
者
僞
喝
問
句
頭
。

調

爽

假
作
難
猜
以
定
其
智
。
」

涵
芬
樓
刊
明

鈔

『
読
郛
』。
「宋
民
間
之
所
謂
小
設
及
其
後
來
」
で
は
、
摘
抄
本
で
あ
る

『古
杭
夢
游
繰
』
を
、

一
應
テ
キ
ス
ト
全
體
が
存
す
る

『都
城
紀
勝
』
と
入
換
え
た
。
引
用
部
分
は

『
都
城
紀
勝
』
の

『
瓦
舎
衆
技
』
と
語
句
に
稍
出
入
が
あ
る
が
略
岡
じ
。

「
説
話
有
四
家
」
と
い
う
が
、
『都
城
紀
勝
』
も

『夢
粱
録
』
の
文
も
整
然
と
書
か
れ
て
い
も
い
の
で
分
り
難
い
。
そ
の
た
め
ど
れ
を
四
家
と
す
る
か

に
つ
い
て
は
孫
楷
第
の

「宋
朝
説
話
人
的
家
數
問
題
」
(『
槍
州
集
』收
)
を
は
じ
め
と
し
て
諸
説
が
あ
る
。
胡
士
瑩

『
話
本
小
設
概
論
』
(
一
〇
二
頁
)
は
各
読
を
整
理
紹
介
し
て
い
る
。
い
ま

『夢
粱
録
』

に
藝
人
の
名
が
挙

っ
て
い
る
の
を
目
安
に
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

 
一
、
小
読
。
銀
字
見
。
説
公
案
。

 

二
、
談
經
、
誂
參
請
。

 

三
、
説
諢
經
。
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四
、
講
史
書
。

 
 
五
、
〔
合

生

〕
。

 
 
六
、
商
謎
。

こ
れ

で
は
六
家
あ

る
こ
と

に
な

り
、

た
と
い

『夢
粱
録
』

に
現
れ
な
い
五
を
は
ぶ

い
て
も
五
家
と
な

っ
て
前
提

に
は
ず
れ

る
の
で
、
魯
迅

は
最
初

二

・
三

を

ひ
と
ま

と
め

と
し

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

か
た
り

四
家
と
し
た

(『大

略
』
兩
本
)

が
、
の
ち

「合
生
」

の
存
在

に
氣
附
き
、

四
家

の
う
ち

に
繰
入
れ
、
六

の

「商
謎
」

は
話
藝

で
は
あ
る
が

「誂
話
」

の
う
ち
に
入
ら

ぬ
附

録
的

記
述

と
し

て
四
家
か
ら
は
ず
し
た

の
だ

ろ
う

(「
宋
民
間
之
所
謂
小
読
及
其
後
來
」
・
『史
略
』
初
版
お
よ
び

「小
読
的
歴
史
的
變
遷
」
)。
但

し
、

「合
生

*
」
が

い
か
な

る
性

質

の

も
の
で
あ
る
か
、

つ
ま
り

「説
話
」

に
入

る
の
か
否
か
と

い
う
こ
と

と
、

二

・
三
を

一
ま
と
め
に
し
た
措

置
が
妥
當

で
あ
る
か
ど
う
か
は
今
後

の
問
題

で
あ
ろ
う
。

 

*

「
合
生
」
そ

の
も

の
に

つ
い
て
は
魯
迅

の

「小
説
的
歴
史
的
變

遷
」
に
示
さ
れ
た
解
釈

と
は
ち
が
う
が
戴
望
舒
や
任
二
北

に
解
釋
が
あ
り
、

一
應
通
読

と
な

っ
て
い

る
。

 

い
ま
戴
望
舒

「關
于

"合
生
"
」
(『
小
読
戯
曲
論
集
』

收
)
を
引
く
。

 
 
「
合
生
」
是
宋
代

「読
話
」
之

一
家
、
衆
伎
之

一
種
。
技
藝
人
男
女
都
有
、
皆
辨
慧

有
才
思
、
言

詞
捷
給
者

爲
之
。
在
作
場

的
時
候
、
先
由

一
個
人
指
物
爲

題

(出

題
者

大

 

概

是
觀
衆
)、
藝
人
應
命
即
席
咏
詩
、
或
者

是
五
言
、
或
者

是
七
言
。
詩
意
往
往
雙
關
的
、
或
致
頌
祝
、
或
含
譏
諷
、
其
含
玩
諷
者
、
則
叫
做

「喬
合
生
」
。
(洪
景
廬
所

記
的

 

是

「合
生
」
、
張
齊
賢
所
記
的
却
是

「喬
合
生
」
了
。
)
吟
咏
之
時
、
未
必
有
音
樂
伴
奏
、
然
而
在
瓦
舎
作
場
的
時
候

、
則
是
頗
有

合
樂
的

可
能
的
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
(待
續
)
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